	分野
	ビジネス情報分野（科目「ソフトウェア活用」）

	教材の
タイトル
	データベース型サイトのＳＥＯ

	教材からの学び
	１　データベースの重要性を理解できる。
２　企業活動の改善に対する要求を分析できる。
３　科学的な根拠に基づいて情報を管理・提供し、評価・改善ができる。
４　課題解決に向けて、主体的かつ協働的に取り組むことができる。

	時間数
	２時間

	授業の
進め方
	＜１時間目＞
＜データベース型サイトのＳＥＯ＞
１　本時の目標確認と授業の進め方について説明する。（５分）
２　各グループでビジネスのジャンルと商品を決定する。商品については、データベース型サイトで検索エンジンの上位ランキングを目指すことを念頭に置き、保有している物品やサービスを具体的に説明できるような知識を身に付ける。（10分）
３　各グループでサイトに登録する際の商品ページを考える。（15分）
４　該当するジャンルのデータベース型サイトを閲覧し、グループで考えた商品ページとの違いを比較する。気付いたことや工夫されていることなどを中心に情報の収集と分析をする。（20分）

＜２時間目＞
１　本時の目標を確認して、ワークシートを進める。（５分）
２　科学的な根拠に基づいた課題を発見し、どうすれば検索エンジンの上位ランキングに表示されるようになるかという課題を解決するための施策について思考を深める。ただし、その商品のことだけではなく、他の商品においても応用が利くような包括的な視点で考える。なお、具体的な例を挙げることを推奨する。（30分）
３　各グループの解決策について簡潔にまとめて発表し、情報の共有を図る。（10分）
４　これらの活動から学んだことをまとめる。（５分）


ティーチングノート




「データベース型サイトのＳＥＯ」　授業計画

■本単元の位置付け
第４章　データベースソフトウェアの活用
１節　ビジネスとデータベース

■本単元の目標
１時間目
データベースの重要性を理解し、企業活動の改善に向けた取組について思考する力を身に付ける。また、閲覧したサイトから情報の収集と分析をする力も身に付ける。

２時間目
科学的な根拠に基づいて情報を評価し、改善するための課題を発見する力を身に付ける。
また、課題解決に向けて主体的かつ協働的に学び続ける態度を養う。

■評価規準
【Ａ】知識・技術
・データベースについての理解を深め、関連する技術を身に付けている。
・必要な情報を収集する力を身に付けている。

【Ｂ】思考・判断・表現
・収集した情報を評価し、改善するための課題を発見している。
・科学的な根拠に基づいて自身の考えを説明している。
・多面的・多角的な視点から情報を活用している。

【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
　・課題解決に向けて主体的に学び続けようとしている。
・グループワークにおける自身の役割を認識し、積極的に取り組もうとしている。
・実務に即して体系的・系統的にデータベースの重要性と活用方法を理解しようとしている。

■留意事項
　・検索エンジンの上位ランキングに表示される商品の共通項を見いだせるように留意させる。
　・思考する際には情報を比較して違いを考えさせること。また、包括的な視点から考えることで改善する内容に汎用性が生まれることを意識させる。





■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
１　本時の目標確認と授業の進め方について説明する。（５分）
２　各グループでビジネスのジャンルと商品を決定する。商品については、データベース型サイトで検索エンジンの上位ランキングを目指すことを念頭に置き、保有している物品やサービスを具体的に説明できるような知識を身に付ける。（10分）
３　各グループでサイトに登録する際の商品ページを考える。（15分）
４　該当するジャンルのデータベース型サイトを閲覧し、グループで考えた商品ページとの違いを比較する。気付いたことや工夫されていることなどを中心に情報の収集と分析をする。（20分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（５分）
　・本日の授業はデータベースについて学習します。皆さんはインターネットでさまざまな情報を入手します。例えば、インターネットグルメランキングなどを調べてランチの場所を決めることもあるかと思います。これらの情報は、大量のデータベースに蓄積された情報を基に導かれています。今回の授業では、データベース型サイトについてグループワークを行います。データベースの重要性を理解し、企業活動の改善に向けた取組について思考する力を身に付けること、また、閲覧したサイトから情報の収集と分析をする力も身に付けることを目標としています。
　
２　ジャンルと商品の決定（10分）
　・それでは、各グループでビジネスのジャンルと商品を決定します。商品については、データベース型サイトで検索エンジンの上位ランキングを目指すことを念頭に置き、保有している物品やサービスを具体的に説明できるようにグループ内で話し合ってください。
　・「ジャンルと商品の決定」を促す（記入させる）。

３　商品ページ考察（15分）
　・続いて商品ページについて考察していきます。商品名、商品画像、商品金額、商品仕様、評価・レビュー、在庫状況など細かいところまで考察しましょう。
　・「商品ページ（イメージ）」考察を促す（記入させる）。

４　情報の収集・分析（20分）
　・それでは、インターネットで該当するジャンルのデータベース型サイトを閲覧しましょう。その検索結果とグループで考えた商品ページとの違いを比較します。気付いたことや工夫されていることなどを中心に情報の収集と分析をします。
　・インターネットで検索する。
　・「情報の収集・分析」に記入していきます。データベース型サイトから分かること、気付いたこと、工夫されていることなど記入しましょう。
・「情報の収集・分析」欄に記入を促す。


＜２時間目＞
	【授業の大枠】
１　本時の目標を確認して、ワークシートを進める。（５分）
２　科学的な根拠に基づいた課題を発見し、どうすれば検索エンジンの上位ランキングに表示されるようになるかという課題を解決するための施策について思考を深める。ただし、その商品のことだけではなく、他の商品においても応用が利くような包括的な視点で考える。なお、具体的な例を挙げることを推奨する。（30分）
３　各グループの解決策について簡潔にまとめて発表し、情報の共有を図る。（10分）
４　これらの活動から学んだことをまとめる。（５分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（５分）
　・前回の授業ではグループでランキング上位表示を目指して商品ページを考察しました。今回の授業では、どうすれば上位に表示されるかを科学的な根拠に基づいて更に考察していきます。考察するだけではなく、解決策、改善策まで考えます。

２　科学的な根拠に基づいた課題発見・解決（30分）
　・それでは、先ほど紹介したように今日は科学的な根拠に基づいた課題を発見し、どうすれば検索エンジンの上位ランキングに表示されるようになるかという課題を解決するための施策について思考を深めます。検索キーワードの最適化、商品名の最適化、商品説明の最適化と順番に考えていきましょう。ただし、その商品のことだけではなく、他の商品においても応用が利くような包括的な視点で考えます。なお、具体的な例を挙げることを推奨します。

３　グループ発表（10分）
　・それでは、グループごとに解決策を発表してもらいます。
　・グループごとに述べてもらう。

４　クロージング（本時の学習の結晶化）（５分）
　・今日の学習の振り返りをします。前回、今回の学習から自身が学んだことを記入していきましょう。
　・ふだん利用しているデータベースは今回皆さんが考察したように企業がさまざまな視点から多角的に情報を活用しています。ＳＥＯにおいて上位となるよう企業が努力を重ねています。　それは自社だけではなく、他社がどのような企業戦略を立てているか、どのようにマーケティング活動を実施しているかなど多岐にわたります。それぐらい検索エンジンにおける上位ランキングにおける効果は絶大だと言えるのです。今度そのようなランキングを利用する際には、上位に出てくる企業と下位に出てくる企業などの違いについて探究してみてもおもしろいと思います。　
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